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■帯状疱疹ワクチンには２種類あり、接種方法や、効果とその持続期間、副反応などの特徴が異なっていますが、

いずれのワクチンも、帯状疱疹やその合併症に対する予防効果が認められています。

帯状疱疹ワクチンは２種類あります

◎ワクチンの特徴

（※）病気や治療により、免疫機能が低下したまたは低下する可能性がある方等は、医師が早期の接種が必要と判断した場合、

　　 接種期間を1カ月まで短縮できます。

接種方法

生ワクチン 組換えワクチン

接種回数と間隔

接種条件

皮下に接種

病気や治療によって、

免疫の低下している方は接種できません

１回

筋肉内に接種

免疫の状態に関わらず接種可能

２回（２カ月以上の間隔をあける）※

◎ワクチンの副反応について

70%以上

生ワクチン 組換えワクチン

30%以上

10%以上

1%以上

ー

頭痛、腫脹※、悪寒、発熱、胃腸症状

そう痒感※、倦怠感、その他の�痛

発赤※、筋肉痛、疲労

�痛※

発赤※

そう痒感※、熱感※、腫脹※、�痛※、硬結※

発疹、倦怠感

■ワクチンを接種後に以下のような副反応がみられることがあります。

■頻度は不明ですが、生ワクチンについては、アナフィラキシー、血小板減少性紫斑病、無菌性髄膜炎が、組換え

ワクチンについては、ショック、アナフィラキシーがみられることがあります。

（※）ワクチンを接種した部位の症状
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